
　次の理由により、就学援助費の支給を受けたいので申請します。

　海陽町

TEL

就学援助費の受取方法

（希望の欄へ○をして下さい。）

　1．学校長に委任する

　2．口座振込

申請の理由（あてはまるものに○印をつける）

　１．前年度または当該年度に ２．１には該当しないが、次のような経済的な理由により児童生徒の

ア．生活保護の停止又は廃止を受けた カ．国民年金の掛金の減免を受けた 　就学が困難である。（できるだけ詳しく記入して下さい）

イ．市町村民税は非課税となっている キ．国民健康保険料の減免を受けた

ウ．市町村民税の減免を受けた ク．児童扶養手当法第４条の手当を受けている

エ．個人事業税の減免を受けた （一部支給者は除く）

オ．固定資産税の減免を受けた ケ．世帯更正貸付金の貸付を受けている

　（注）　　裏面の記入の手引きをよく読んで記入してください。（太枠の中は記入しないように）　　令和５年度申請ですので、4月からの新しい学年を記入してください。
　　　　　　地域の民生委員が生活状況の把握のため、訪問や電話連絡をさせていただく事があります。

認　　定　　欄 令和　　　年　　　月　　　日　　　　　　　　　　　　認　定　　　・　　　否認定　　　　　

　フリガナ（　　　　　　　　　　）

7 男 ・ 女 有 ・ 無

男 ・ 女 有 ・ 無

　口座名義（　　　　　　　　　　）

合 計
世帯人員

　　　　　　名

（　　　　　　　　　銀行）

4 男 ・ 女 有 ・ 無

（　　　　　　　　　支店）

5 男 ・ 女 有 ・ 無

　口座番号（普通　　　　　　　　）

6

3 男 ・ 女 有 ・ 無

有 ・ 無

2 男 ・ 女 有 ・ 無

世
帯
の
状
況

(

児
童
・
生
徒
本
人
も
含
む

)

氏　　　　　　　名
世帯主と
の 続 柄

男女別 生　年　月　日 年　齢

　（1）持家　　(4)その他（具体的に）

氏　名

　　　　　年 男 ・ 女 　（2）借家（家賃月額　　　　　　　　　　　　円）

　　　　　年 男 ・ 女 　（3）借間（間賃月額　　　　　　　　　　　　円）

職　　　　　　　業
(勤務先・学校名・申請年度の学年）

同居の
有　無

病気療養の
有無（期間）

1 男 ・ 女

令和６年度　　就学援助費受給申請書　

令和　　　年　　　月　　　日　

申
請

(

保
護

)

者

住　所

学校名　　　　　　　　　　　　　　　　学校 男女別 住　　宅　　の　　形　　態

児童生徒氏名

(４月からの新しい
学年を記入してく
ださい）

　　　　　年 男 ・ 女



※申請書記入の手引

１．この申請書の太線の中は記入しないようにしてください。

２．この申請書を提出されますと内容をよく調査して認否を決定します。

３．「住所」は郵便物が届くよう番地、住宅名、同居先名などを明確に記入してください。

４．「児童生徒氏名」は、兄弟姉妹が同じ学校に通学している場合には全部の者を記入してください。
　　　　　　 2人以上の児童生徒が同じ学校に通学している時はこの申請書は１枚で結構です。
　　　　　　 小学校、中学校は別々に申請してください。

５．「世帯の状況」は、
　　　　      (1) 令和６年２月１日現在、生計をともにしている人全員を記入してください。
　　　　      (2) 「勤務先」は、所在地及びその名称を、また「学校名及び学年」は、「○○小１年」のように記入してください。
　　　　      (3) 学年は４月からの学年を記入してください。現在「○○小２年」→４月「○○小３年」　
　　　　　　(4) 住民票上世帯分離していても同じ家に住んでいる生計同一のご家族がいれば、必ず記入してください。

６．「申請の理由」は、該当する番号、記号に○印をつけてください。
　　　　　　  ２番の理由に○印をつけた方は、その理由をくわしく記入してください。


